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【お問い合わせ先】 大野市 民生環境部 市民生活課 くらし環境 G   

大野市天神町１－１ 

電話 ０７７９－６６－１１１１   FAX ０７７９－６５－８３７１ 

電子メール simin@city.fukui-ono.lg.jp 

環境に関する事業所アンケート調査票（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

 

１ このアンケートは、本市の事業所より無作為で選びお送りしております。 

 

２ 記入上の注意等   

   ・該当する選択肢に ○ を付けていただく質問と、番号を記入していただく質問があります。 

   ・「その他」に該当する場合には（  ）内にその内容を具体的にお書きください。 

   ・調査結果は統計的にのみ処理し、個々のお答えが外部に公表されることは決してございません。 

 

３ 調査票の提出方法 

・同封の封筒（返信用切手不要）にお入れになり、郵便ポストに投函ください。 

・返信期限     令和２年６月●●日（●）  までに投函ください。 

 

 

資料９ 

コメントの追加 [S1]:  

第1期では市民対象のアンケートしか実施していない。 

第2期は事業所対象のアンケートを実施 
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◆事業所の概要についてお聞きします。 

問１ 貴事業所の業種を教えてください。次の各項目の中からあてはまる番号に○をつけてください。 

  

１ 農業    ２ 建設業    ３ 製造業    ４ 電気・ガス・熱供給・水道業    ５ 運輸・通信業 

６ 卸売・小売業・飲食店    ７ 金融・保健業   ８ 不動産業   ９ サービス業 

 10 その他（事業内容は？                                                 ） 

 

 

問２ 貴事業所の従業員規模（パート、アルバイト等を含む）を教えてください。次の各項目の中からあては

まる番号に○をつけてください。 

 

１ 1～10名未満     ２ 10～30名未満     ３ 30～50名未満     ４ 50～100名未満 

５ 100～200名未満   ６ 200名以上 

 

 

◆事業所における環境保全に対する考え方についてお聞きします。 

問３ 貴事業所は、経済活動と環境保全の関係について、どのようにお考えですか。次の各項目の中から、

もっともあてはまる番号を１つお書き下さい。   

 

１ 事業所存続のために、経済活動を優先させる 記入欄 

２ 環境保全も大切だと思うが、どちらかというと経済活動を優先させる  

３ 経済活動を継続していくためには、環境保全にも一定の配慮をする 

４ 企業の社会的な立場を考え、環境保全に最善を尽くしている 

５ 環境保全に関わる新たな技術開発などを今後の経営に活かしたい 

６ その他（                                          ） 

 

 

問４ 貴事業所が、環境対策に取り組まれている理由は何ですか。次の各項目の中から、主なものを選ん

で、番号を記入してください。（３つ以内） 

 

１ 法令を遵守するために必要だから 記入欄 

２ 取引先から環境対策を求められているから 

３ 社会や消費者の環境意識が高いため、企業として取り組まざるを得ないから 

４ 企業の社会的責任であると考えるから 

５ 事業所や製品、商品などのイメージアップのため 

６ 省エネルギーや資源のリサイクルは結果的にコスト削減につながるから 

７ 新たな商品開発や顧客獲得につながるから 

８ 特に環境対策には取り組んでいない 

９ その他 

 

コメントの追加 [S2]: 【問１】 

【2期の設問有無】あり 

・業種ごとに集計する 

コメントの追加 [S3]: 【問１】 

【2期の設問有無】あり 

・事業所規模ごとに集計する 

コメントの追加 [S4]: 【問３】 

【2期の設問有無】あり 

・経年比較をする 

 

・経済活動と環境保全の関係がトレードオフ 

 なのか、Win-Winなのかの意識調査 

コメントの追加 [S5]: 【問４】 

【2期の設問有無】あり 

・経年比較をする 

 

・問３と比較して「事業者の考え」と「実態」 

 のギャップを分析する 
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問５ 貴事業所の企業活動が周囲に与えている環境負荷があるとしたら何でしょうか。最も影響があると思

われるものを選んで番号をお書き下さい。 （３つ以内） 

                 

１ 大気汚染 ２ 水質汚濁 ３ 土壌汚染 記入欄 

４ 騒音 ５ 振動 ６ 悪臭  

７ 有害化学物質 ８ 生態系への影響 ９ 地球温暖化  

10 事業系一般廃棄物 11 産業廃棄物 12 特に環境負荷はない  

 

◆事業所における取り組みについてお聞きします。 

問６ 貴事業所が事業活動の中で実践している環境への配慮や行動についてお聞きします。 

すべての項目について、「取り組み状況」欄の該当する数字に○をつけてください。 

また、「３ どちらかといえば取り組んでいない」「４ 取り組んでいない」のいずれかに〇をつけた場合

は、「理由欄」に、その理由を選んで番号を記入してください。 

 

【取り組んでいない・どちらかといえば取り組んでいない理由】 

 

 

 

 

 取り組み状況 理由 
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 【公害防止対策】 

① 野外焼却や不適切な焼却炉による焼却は行わない １ ２ ３ ４ ⇒ 

② 
大気汚染対策として、ばい煙や粉じん等の集じん設備を設置してい

る 
１   ４ ⇒ 

③ 水質汚濁防止装置等を設置している １   ４ ⇒ 

④ 
悪臭や振動、騒音を防ぐ装置を設置するなどの防止対策に取り組

んでいる 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

⑤ ＰＣＢ・アスベスト等有害化学物質を適正に管理・処理している １   ４ ⇒ 

⑥ 
使用する化学物質や化学肥料を適正に管理保管し、使用量を低減

するように努めている 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

  【水・地下水・湧水・河川の保全】 

① 融雪に地下水は使用しない １ ２ ３ ４ ⇒ 

② 節水を心がけている １ ２ ３ ４ ⇒ 

③ 下水道に接続している又は、合併処理浄化槽を設置している １   ４ ⇒ 

④ 使用水量の記録や排水する水路や汚水マスの点検をしている １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑤ 
敷地内緑化や雨水地下浸透設備の設置など、雨水の地下浸透に

取り組んでいる 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

１ 利便さ・快適さが損なわれる 

２ 従業員の理解・協力が得られない 

９ 理由はない・特に気にかけていない 

10その他 

３ 費用がかかる 

４ 手間や時間がかかる 

５ 利益につながらない 

６ 必要だと思わない・効果に疑問がある 

７ 取り組む機会がない・該当しない 

８ 方法がわからない・情報や知識が足りない 

 

 

コメントの追加 [S6]: 【問５】 

【2期の設問有無】あり 

・経年比較する 

 

・事業所の自覚調査。啓発の一環 

・問６以降の取組と比較分析する 

 

コメントの追加 [S7]: 【問６】 

【2期の設問有無】項目の一部で重複あり 

コメントの追加 [S8]: 【取り組み状況】 

・第2期基本計画における「事業所の行動 

 指針」の取組状況を確認するためのもの 

・次のルールに従い、事業所の行動指標から 

 抽出し、項目を設定 

 ①取組状況を「数値目標等」や「市の 

  取組等」で把握できるものは除く 

 ②法令遵守事項の実施有無を聞くなど 

  アンケートとしてふさわしくないもの 

  は除く 

 ③取組状況の結果がアンケート調査しな 

  くても想像がつくものなど、調査項目 

  として相対的に重要でないものは除く 

コメントの追加 [S9]: 【取り組んでいない理由】 

・取り組んでいない行動の理由を確認する 

 ことで、事業所の行動変容のための施策の 

 参考にする。 
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⑥ 河川や用水など地域の清掃活動や美化活動に参加している １ ２ ３ ４ ⇒ 

【取り組んでいない・どちらかといえば取り組んでいない理由】 

１ 利便さ・快適さが損なわれる 

２ 従業員の理解・協力が得られない 

３ 費用がかかる 

４ 手間や時間がかかる 

５ 利益につながらない 

６ 必要だと思わない・効果に疑問がある 

７ 取り組む機会がない・該当しない 

８ 方法がわからない・情報や知識が足りない 

９ 理由はない・特に気にかけていない 

10その他 

 

 

すべての項目について、「取り組み状況」欄の該当する数

字に○をつけてください。 

また、「３ どちらかといえば取り組んでいない」「４ 取り組

んでいない」のいずれかに〇をつけた場合は、「理由欄」

に、その理由を選んで番号を記入してください。 
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  【ごみ減量・循環型社会構築】 

① 
事業系一般廃棄物及び産業廃棄物をそれぞれの分類ごとに把握

し、適正に処理している 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

② 
両面印刷や使用済みの紙の裏面使用、ペーパーレス化、再生紙の

使用など紙製品の使用削減に取り組んでいる 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

③ リサイクルや再利用などにより廃棄物の減量化に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

④ 廃棄物の分類や排出量を記録するなど、管理体制を確立している １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑤ 環境に配慮した商品の販売や製品作りに取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑥ リサイクル製品等環境に配慮した原材料や製品を使用している １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑦ 商品梱包の簡素化に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑧ レジ袋の有料化やマイバッグ持参促進に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

⑨ 地域の資源回収に参加している １ ２ ３ ４ ⇒ 

   

 

  【地球温暖化防止・省エネルギーの推進】 

① 
冷暖房の適温設定や不必要な照明の消灯など、節電を心がけてい

る 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

② アイドリングや急発進をしないなどのエコドライブを実践している １ ２ ３ ４ ⇒ 

③ 自転車や公共交通機関を積極的に利用している １ ２ ３ ４ ⇒ 

④ 
ノーマイカー運動（従業員のマイカー出退勤を控える運動）に取り組

んでいる 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

⑤ 太陽光発電など、再生可能エネルギーを導入・活用している １   ４ ⇒ 

⑥ 廃熱などの余剰エネルギーを利用している １   ４ ⇒ 

⑦ 電化製品や機器は省資源・省エネルギー型のものを導入している １   ４ ⇒ 

⑧ ハイブリッドカーなどの低公害車を導入している １   ４ ⇒ 
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【取り組んでいない・どちらかといえば取り組んでいない理由】 

１ 利便さ・快適さが損なわれる 

２ 従業員の理解・協力が得られない 

３ 費用がかかる 

４ 手間や時間がかかる 

５ 利益につながらない 

６ 必要だと思わない・効果に疑問がある 

７ 取り組む機会がない・該当しない 

８ 方法がわからない・情報や知識が足りない 

９ 理由はない・特に気にかけていない 

10その他 

 

 

すべての項目について、「取り組み状況」欄の該当する数

字に○をつけてください。 

また、「３ どちらかといえば取り組んでいない」「４ 取り組

んでいない」のいずれかに〇をつけた場合は、「理由欄」

に、その理由を選んで番号を記入してください。 
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   【その他の対策】 

① 
ＩＳO１４００１やエコアクション２１、ＫＥＳなどの環境マネジメントシステ

ム等認証を取得（登録）している 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

② ＳＤＧｓの推進に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

③ 農用地や山林、野生生物の生息地等の保全に取り組んでいる １ ２ ３ ４ ⇒ 

④ 
光害対策として、必要以上の照明設備は設置しない、カーテン等で

光を漏らさないなどの取組を行っている 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

⑤ その他 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

※環境マネジメントシステム：法令などの規制基準の順守や環境保全のための計画と実行手順等 

※ＳＤＧｓ：国連が定めた持続可能な開発目標 

 

 

問７ 貴事業所が環境に配慮した取り組みを実践していくうえで、市に取り組んでほしい施策についてお聞

きします。 

次の各項目の中から、１番目に進める施策、２番目に進める施策、３番目に進める施策の順に、あ

てはまる番号を１つずつお書き下さい。 

 

１ 環境負荷を減らす設備導入に対する助成 １番目に 

進める施策 

 

 

 

２番目に 

進める施策 

 

 

 

３番目に 

２ 取組事例やガイドライン、関係法令等の情報提供 

３ 事業者の取組事例等の情報発信 

４ 研究・学習・活動のための施設整備や拠点づくり 

５ 事業者や社員向けの研修会の開催 

６ 監視体制や規制の強化 

７ 取組を促すための制度や仕組みづくり 

８ 自然資源を活用した都市間交流や働きかけ 

９ 地下水や地球環境などの調査研究 

コメントの追加 [S10]: 【問７】 

【2期の設問有無】なし 

コメントの追加 [S11]: 【取り組んでほしい施策】 

・事業所が行政に期待する施策を調べる 

・問６の「取り組まない理由」と比較して 

 効率的な施策立案に役立てる 
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10 市民意識を高めるための環境教育・普及啓発の実施 進める施策 

11 その他（                                              ） 

問８ 貴事業所で現在、取り組まれている、ごみ削減や地球温暖化防止の事例等があれば具体的にお書

きください。 

 例）暖房は重油を使用していたが、灯油（ストーブ等使用）による暖房を行うことで、燃料費が年間○○○○円削減できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 大野市の環境をより良いものとするため、貴事業所が日頃感じていることなどをご自由にお書きくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうございました。 


